
【別紙４】

令和２年度 講習会実施計画（案）



鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県

令和２年１１月１２日 令和２年１１月２０日 令和２年１２月上旬 令和２年１０月２３日 令和２年１１月９日

11:30～15:30 11:30～15:00 11:30～15:30 11:30～15:40 11:30～15:00

鳥取県中部総合事務所
（倉吉市）

多伎コミュニティセンター
（出雲市）

岡山県自治研修所
（岡山市）

広島市総合福祉センター
（広島市）

山口県庁舎内視聴覚室
（山口市）

40人程度 40人程度 40人程度 40人程度 40人程度

コマ数 一コマ目 一コマ目 一コマ目 一コマ目 一コマ目

タイトル
（議題）

長期相続登記等未了土地の解
消作業について

権利者探索の手引きについて 権利者探索の手引きについて
長期相続登記等未了土地の解
消作業について

権利者探索の手引きについて

講義内容

・作業範囲の提出などの協力
依頼
・成功事例紹介

令和２年３月に発行された
「権利者探索の手引き」の紹
介

令和２年３月に発行された
「権利者探索の手引き」の紹
介

・作業範囲の提出などの協力
依頼
・成功事例紹介

令和２年３月に発行された
「権利者探索の手引き」の紹
介

講師 鳥取地方法務局 中国地方整備局　用地部 中国地方整備局　用地部 広島法務局 中国地方整備局　用地部

時間
（分）

30 30 30 30 30

コマ数 二コマ目 二コマ目 二コマ目 二コマ目 二コマ目

タイトル
（議題）

所有者探索について 所有者探索 所有者探索の法的解決
山林部における用地境界確定
の一手法

所有者探索

講義内容

・所有者探索全般
・共有者をすべて把握できな
い場合の探索方法
・相続制度の変遷について
・所有者検索に苦慮した事例

・所有者探索全般
・法定相続人の追跡、戸籍書
類の収集方法、保存期間の経
過した住民票等の除票の扱い
・登記簿に住所の記載がない
土地や相続登記のされていな
い土地の探索方法
・所有者が海外に居住してい
る場合の手続等について
・認可地縁団体が所有する不
動産の登記申請の特例
・法定持分計算と持ち戻り計
算の方法

起業地が、表題部所有者欄が
氏名のみの記載である場合等
の変則型登記の土地につい
て、当該占有者が時効取得を
原因とする訴訟を提起し、所
有権を取得したうえで、起業
者と契約締結した事例紹介

・リモートセンシング（航空
測量）などを用いた測量の紹
介にあたって，標準的な費用
や公共事業での委託発注実績
等
・山間部における境界確定の
流れや，地図訂正などの解説
・実際の実例や，困難事例を
解決したケース等の紹介

・所有者探索全般
・海外所有者に対する対応等
・法定相続人が、行方不明の
場合、法定判断能力が疑わし
い場合、外国籍の場合等につ
いて。
・法定相続人の住所地へ書面
を送った際に、宛先不明で返
送される又は返送はされない
が、相手からの返答がない場
合等ケースについて。

講師 司法書士 司法書士 弁護士 土地家屋調査士 司法書士

時間
（分）

90 120 90 60 120

コマ数 三コマ目 三コマ目 三コマ目 三コマ目 三コマ目

タイトル
（議題）

権利者探索の手引きについて
長期相続登記等未了土地の解
消作業について

相続手続

講義内容

令和２年３月に発行された
「権利者探索の手引き」の紹
介

・作業範囲の提出などの協力
依頼
・成功事例紹介

・戸籍の見方
・相続関係図作成のポイント
・法定相続人の特定方法
・民法改正に伴う相続持分の
計算方法の変遷等

講師 中国地方整備局　用地部 岡山地方法務局 司法書士

時間
（分）

50 50 90

15:30～16:30
出前講座を実施予定

15:00～16:00
出前講座を実施予定

15:30～16:30
出前講座を実施予定

15:30～16:30
出前講座を実施予定
権利者探索の手引きは紹介の
み

15:00～16:00
出前講座を実施予定

６ ． 備 考

１ ． 開 催 県

２ ． 開 催 日 時

３ ． 開 催 場 所
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中国地区所有者不明土地等連携協議会

４ ． 出 席 人 数

５．講師、
講義内容等
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